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【方法】1）実験材料：①新潟市北区島見町で 2013 年 5 月


















mM エタノールアミン（pH 9.62）＝7:3 を使用し、流速 1.0 




定した。試料を 10 倍量の 20 mM 酢酸緩衝液（pH 5.0）で
1 分間磨砕した。得られた懸濁液を遠心分離（12000 rpm、
10 分、4℃）し、その上清を 500 倍希釈したものを粗酵素
液とした。37℃に予熱した基質溶液（1%アミロペクチン
／20 mM 酢酸緩衝液（pH 5.0））1 ml に、粗酵素液 1 ml を
加え、同温度で 10 分間反応させた後、生じたマルトース
量を 3、5‐ジニトロサリチル酸法を用いて定量した。酵








収穫 1 か月後まで、他の 3 品種は 2 週間後まで増加し、そ
の後は横ばいであった。2 週間後までのスクロースの増加
率に品種による差は見られなかった。マルトースは、シル
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1) 新潟医療福祉大学 健康栄養学科 
2) 横浜市立大学 産婦人科 
3) よしかた産婦人科 























同研究 SKY（Sakado・Kobe・Yokohama）pregnant cohort 
study のデータの一部を使用した。対象者は、SKY 
pregnant cohort study 参加への同意が得られた妊婦のう
ち、経産婦98名（年齢32.8±3.5歳、BMI 20.4±2.3 kg/m2、
































0.330、p = 0.001）、RBC（r = －0.246、p = 0.014）、Ht
（r = －0.206、p = 0.042）、MCH（r = 0.257、p = 0.011）、
フェリチン濃度（r = 0.282、p = 0.005）で有意な相関が
みられた。また、妊娠間隔を四分位に群分けして比較した
ところ、年齢とフェリチン濃度のみで有意な差があった。
年齢では Q1 よりも Q4 が有意に高く、フェリチン濃度で
















































図 1. 妊娠間隔の違いによるフェリチン濃度の比較 
同一記号間に有意差あり（*p＜0.05） 
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